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古
代
中
国
の
多
く
の
伝
説
に
お
い
て
主
役
を
務
め
る
女
神
―
西
王
母
。
彼
女
は
中
国
西
方
の
伝
説
の
山
「
崑
崙
山
」
に
居
り
、
そ

の
近
く
に
は
「
不
老
長
寿
」
を
授
け
る
桃
の
木
々
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
桃
」
は
西
王
母
の
持
ち
物
と
し
て
、
後
世
の
多

く
の
伝
説
・
彫
刻
・
絵
画
と
い
っ
た
表
現
媒
体
に
定
着
し
て
い
る
。
西
王
母
の
伝
説
は
、
中
国
に
留
ま
ら
ず
「
漢
字
文
化
圏
」
す
な
わ

ち
漢
籍
の
芳
醇
な
教
養
を
基
礎
と
す
る
周
辺
諸
国
に
も
広
ま
り
、
日
本
で
は
、
な
か
に
は
彼
女
を
ア
マ
テ
ラ
ス
に
結
び
付
け
よ
う
と
す

る
も
の
ま
で
あ
る（

１
）。
ま
た
、
海
外
の
日
本
考
古
学
の
研
究
に
は
、
古
墳
時
代
の
埋
葬
儀
式
が
西
王
母
崇
拝
を
模
範
に
し
た
要
素
も
あ
る

と
主
張
す
る
も
の
も
あ
る（

２
）。

筆
者
は
民
俗
学
や
考
古
学
に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
評
価
す
る
資
格
を
持
た
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
言
説
か
ら
も
、
日
本
と
日
本
学
に
お
け
る
西
王
母
研
究
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

本
稿
の
趣
旨
は
文
学
研
究
の
観
点
か
ら
日
本
に
お
け
る
西
王
母
伝
説
の
伝
来
・
受
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
先
ず
は
中
国
に
お

い
て
西
王
母
伝
説
が
成
立
し
た
過
程
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
森
雅
子（
３
）が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
代
中
国
に
お
け
る
西
王
母
伝

説
の
成
立
は
と
て
も
古
く
、
か
つ
そ
の
長
い
伝
承
過
程
か
ら
、
複
数
の
系
列
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
列
に
お
い
て
西
王
母
の
描
写
が

異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
漢
代
ま
で
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
地
理
誌
『
山
海
経
』
に
は
、
彼
女
は
半
人
半
獣
の
姿
で
登
場
し
て
、
人

に
長
寿
を
授
け
る
と
い
っ
た
特
別
な
能
力
に
関
す
る
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。
寧
ろ
、『
山
海
経
』
に
お
い
て
西
王
母
は
「
怪
物
」
ま
た
は

「
凶
神
」
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
た
森
雅
子
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、『
山
海
経
』
と
ほ
ぼ
同
時
に
成
立
し
た
『
荘
子
』

に
は
、
西
王
母
が
「
道
」
の
体
得
者
と
し
て
数
え
ら
れ
る
記
述
が
み
え
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
系
列
と
し
て
、
周

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

古
代
日
本
に
お
け
る
西
王
母
伝
説
受
容
の
一
考
察

	

―
弘
法
大
師
空
海
の
漢
詩
文
を
中
心
に
―

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号

54



の
穆
王
の
伝
記
『
穆
天
子
伝
』（
成
立
年
代
不
明
、
魏
の
作
か
）
に
、
彼
女
は
西
方
に
住
す
る
実
在
の
女
王
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
以
上
の
三
つ
の
例
か
ら
、
西
王
母
は
「
怪
物
・
凶
神
」「
道
の
体
得
者
（
仙
人
）」「
実
在
の
女
王
」
と
い
う
、
全
く
違
う
存

在
で
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
で
は
、
い
つ
、
如
何
な
る
系
列
の
伝
承
が
日
本
に
伝
来
し
、
受
容
さ
れ
た
の
か
。
日

本
真
言
宗
の
開
祖
た
る
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
~
八
三
五
）
の
漢
詩
文
を
中
心
に
し
て
、
こ
の
問
題
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
、

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

一　

奈
良
時
代
の
文
学
作
品
に
お
け
る
西
王
母
伝
説
の
受
容

ま
ず
空
海
に
先
立
っ
て
、
奈
良
時
代
の
文
学
作
品
に
お
け
る
西
王
母
伝
説
の
受
容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。『
万
葉
集
』
研
究
の

第
一
人
者
井
手
至
は
「
仙
境
の
雲
― 『
万
葉
集
』
二
四
三
番
歌
の
「
白
雲
」
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
論
文（
４
）に
お
い
て
各
種
風
土
記
に

出
て
く
る
「
仙
人
」
や
「
仙
境
」
の
語
り
を
考
察
し
、『
風
土
記
』
や
『
万
葉
集
』
に
出
て
く
る
「
雲
」
の
神
仙
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、『
文

選
』
や
『
芸
文
類
聚
』
と
い
っ
た
文
献
よ
り
将
来
さ
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、『
万
葉
集
』
二
四
三
番
歌
に
焦
点
を
当
て
、

如
何
に
こ
の
一
首
に
出
て
く
る
「
白
雲
」
が
西
王
母
伝
説
の
要
素
を
受
容
し
た
の
か
を
論
じ
て
い
る
。

王
者　

千
歳
︿
二
﹀
麻
佐
武　

白
雲
毛　

三
船
乃
山
尓　

絶
日
安
良
米
也

大お
ほ

君き
み

は　

千ち

年と
せ

に
座ま

さ
む　

白
雲
も　

三
船
の
山
に　

絶
ゆ
る
日
あ
ら
め
や   

（『
万
葉
集
』
巻
三
、
二
四
三
番
歌（
５
））

こ
の
一
首
は
、
春
日
王
（
生
年
不
詳
~
六
九
九
）
の
作
で
、
弓
削
皇
子
（
六
七
三
~
六
九
九
）
の
歌
に
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
春
日
王
は
吉
野
へ
行
幸
す
る
弓
削
皇
子
の
長
寿
と
永
遠
の
繁
栄
を
祈
っ
て
い
る
。
井
手
は
、「
大
君
は
千
年
に
座
さ
む　

白
雲

も
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
注
目
し
、
春
日
王
が
「
白
雲
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
こ
と
で
「
仙
境
」
と
見
な
さ
れ
た
吉
野
に
赴
く
弓
削

皇
子
の
無
事
と
長
寿
を
祈
る
意
味
合
い
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
詠
わ
れ
る
「
白
雲
」
と
い
う
語
句
も
、
西
王
母
の
神
仙
的
な
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
、
井
手
は
指
摘
す
る
。
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ま
た
、
日
本
初
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』（
七
五
一
~
七
五
二
成
立
）
に
も
西
王
母
の
神
仙
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
踏
襲
さ
れ
る
と
の
指
摘
が

あ
る
。
例
え
ば
、
井
実
充
史（
６
）が
論
じ
る
よ
う
に
『
懐
風
藻
』
に
は
西
王
母
伝
説
を
起
源
と
す
る
「
神
仙
思
想
的
な
表
現
」
が
受
容
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
述
の
『
万
葉
集
』
二
四
三
番
歌
と
同
様
、『
懐
風
藻
』
所
収
の
詩
に
も
、「
吉
野
」

が
仙
人
の
理
想
郷
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

二　
『
三
教
指
帰
』
に
お
け
る
西
王
母

空
海
の
伝
記
類
に
よ
る
と
、
空
海
は
讃
岐
国
（
現
在
の
香
川
県
）
の
地
方
豪
族
に
生
ま
れ
、
地
元
で
親
戚
に
漢
籍
に
教
わ
っ
た
後
、

当
時
の
官
吏
養
成
機
関
で
あ
っ
た
大
学
寮
に
入
学
す
る
た
め
上
京
し
た
。
し
か
し
、
二
年
目
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
そ
こ
で
の
修
学
に
疑

問
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
退
学
し
、
仏
道
を
志
し
た
と
い
う
。
一
説
に
は
、
空
海
の
生
家
と
血
縁
関
係
に

あ
っ
た
大
伴
家
出
身
の
官
吏
が
藤
原
種
継
（
七
三
七
~
七
八
五
）
の
暗
殺
事
件
に
連
座
し
て
追
放
さ
れ
た
た
め
、
空
海
も
自
分
の
高
級

官
吏
に
な
る
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
悲
観
し
て
、
出
家
し
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
大
学
寮
を
去
り
、
し
ば
ら
く
四
国
を
徘
徊

し
た
後
、
自
分
が
出
家
し
た
経
緯
を
『
三
教
指
帰
』
と
い
う
作
品
に
示
し
た
。『
三
教
指
帰
』
は
い
わ
ゆ
る
「
三
教
」（
儒
教
・
道
教
・

仏
教
）
を
比
較
す
る
寓
言
小
説
の
構
成
を
取
っ
て
お
り
、
各
思
想
を
代
表
す
る
代
弁
者
が
そ
の
思
想
の
優
越
性
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
三
教
指
帰
』
は
空
海
の
出
家
宣
言
書
で
も
あ
る
た
め
、
最
終
的
に
は
仏
教
が
優
位
に
立
つ
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。
空
海
は
仏
教
を
尊
崇
し
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
彼
は
儒
教
・
道
教
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
に
も
通
暁
し
て
お
り
、
そ
の

典
拠
の
使
用
例
を
手
掛
か
り
に
奈
良
後
期
か
ら
平
安
初
期
の
日
本
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
諸
側
面
を
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、『
三
教
指
帰
』
の
巻
中
（
虚き
ょ

亡ぶ

隠い
ん

士し

論
、
い
わ
ゆ
る
「
道
教
の
部
」）
に
は
、
西
王
母
伝
説
を
踏
ま
え
た
言
説
が
二
回
出
て
く

る
。
こ
の
巻
は
、
道
教
の
代
弁
者
で
あ
る
虚
亡
隠
士
が
道
教
の
優
越
性
を
論
じ
る
べ
く
、
漢
籍
所
収
の
故
事
を
援
用
し
つ
つ
聴
衆
に
長

寿
の
秘
訣
を
授
け
よ
う
と
す
る
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

於
是
龜
毛
公
等
竝
相
語
曰
、
昔
漢
帝
冀
仙
、
悃
請
王
母
、
長
房
得
術
、
亦
學
壺
公
。
吾
等
邂
逅
、
曾
無
邴
原
千
里
之
尋
、
長
有
彭
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祖
萬
祀
之
壽
。
豈
不
美
哉
、
亦
非
幸
哉
。

こ
こ
に
亀
毛
公
等
、
並
び
に
相
語
つ
て
曰
く
、「
昔　

漢
帝
が
仙
を
冀
ふ
や
、
悃
ね
ん
ご
ろに

王
母
に
請
ひ
、
長
房
が
術
を
得
た
る
は
、
亦

た
壷
公
に
学
べ
り
。
吾
等
の
邂
逅
は
、
曾
て
邴へ
い

原げ
ん

が
千
里
の
尋
無
く
し
て
、
長
く
彭
祖
が
万
祀
の
寿
ぞ
有
ら
ん
。
豈
に
美び

な
ら
ざ

ら
ん
や
、
亦
た
幸
ひ
に
非
ざ
ら
ん
や
」
と
。   

（
空
海
『
三
教
指
帰
』
巻
中
、
第
十
行
~
第
十
二
行（
７
））

こ
こ
は
、
儒
教
の
代
弁
者
の
「
亀
毛
先
生
」
ら
が
、「
虚
無
隠
士
」
の
弁
舌
に
感
服
し
、
道
教
の
不
老
長
生
に
つ
い
て
更
に
隠
士
か
ら

聞
き
出
そ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
漢
帝
が
西
王
母
に
会
い
不
死
長
寿
の
薬
を
懇
請
す
る
故
事
は
、
次
に
挙
げ
る
『
漢

武
故
事
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

王
母
遣
使
謂
帝
曰
、「
七
月
七
日
我
當
暫
來
。」
帝
至
日
、
掃
宮
内
、
然
九
華
燈
。
七
月
七
日
、
上
於
承
華
殿
齋
。
日
正
中
、
忽
見

有
青
鳥
、
從
西
方
來
、
集
殿
前
。
上
問
東
方
朔
。
朔
對
曰
、「
西
王
母
暮
必
降
尊
像
。
上
宜
灑
掃
以
待
之
。」
上
乃
施
帷
帳
、
燒
兜

末
香
、
香
、
兜
渠
國
所
獻
也
。
香
如
大
豆
、
塗
宮
門
、
聞
數
百
里
。
關
中
嘗
大
疫
、
死
者
相
係
、
燒
此
香
、
死
者
止
。
是
夜
漏
七

刻
、
空
中
無
雲
、
隱
如
雷
聲
、
竟
天
紫
色
。
有
頃
、
王
母
至
。
乘
紫
車
、
玉
女
夾
馭
、
載
七
勝
、
履
玄
瓊
鳳
文
之
舄
。
青
氣
如
雲
、

有
二
青
鳥
、
如
烏
、
夾
侍
母
旁
。
下
車
、
上
迎
拜
、
延
母
坐
、
請
不
死
之
藥
。
母
曰
、「
太
上
之
藥
、
有
中
華
紫
蜜
、
雲
山
朱
蜜
、

玉
液
金
漿
。
其
次
藥
有
五
雲
之
漿
、
風
實
雲
子
、
玄
霜
絳
雪
。
上
握
蘭
園
之
金
精
、
下
摘
圓
丘
之
紫
柰
。
帝
滯
情
不
遣
、
慾
心
尚

多
。
不
死
之
藥
、
未
可
致
也
。」
因
出
桃
七
枚
、
母
自
噉
二
枚
、
與
帝
五
枚
。
帝
留
核
着
前
。
王
母
問
曰
、「
用
此
何
爲
。」
上
曰
、

「
此
桃
美
、
欲
種
之
。」
母
笑
曰
、「
此
桃
三
千
年
一
著
子
、
非
下
土
所
植
也
。」
留
至
五
更
、
談
語
世
事
、
而
不
肯
言
鬼
神
、
肅
然

便
去
。
東
方
朔
於
朱
鳥
牖
中
窺
母
。
母
謂
帝
曰
、「
此
兒
好
作
罪
過
、
疏
妄
無
賴
、
久
被
斥
退
、
不
得
還
天
。
然
原
心
無
惡
、
尋
當

得
還
。
帝
善
遇
之
。」
母
既
去
、
上
惆
悵
良
久
。

王
母　

使
を
遣
は
し
て
帝
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
七
月
七
日
、
我
当
に
暫
く
来
る
べ
し
」
と
。
帝　

日
に
至
り
、
宮
内
を
掃
き
、
九
華

灯
を
然と
も

す
。
七
月
七
日
、
上　

承
華
殿
に
斎
し
、
日
の
正
中
せ
し
と
き
、
忽
ち
青
鳥
有
り
、
西
方
よ
り
来
り
、
殿
前
に
集
ま
る
を

見
る
。
上　

東
方
朔
に
問
ふ
。
朔
対
へ
て
曰
く
、「
西
王
母　

暮
れ
に
必
ず
や
尊
像
を
降
さ
ん
。
上　

宜
し
く
灑そ
そ

ぎ
掃
き
、
以
て
之

古
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を
待
つ
べ
し
」
と
。
上　

乃
ち
帷
帳
を
施
し
、
兜
末
香
を
焼た

く
。
香
、
兜と
う

渠き
ょ

國こ
く

が
献
ず
る
所
な
り
。
香
、
大
豆
の
如
く
、
宮
門
に

塗
れ
ば
、
数
百
里
に
聞
こ
ゆ
。
関
中
嘗
て
大
疫
あ
り
て
死
者
相
係つ
な

ぐ
。
此
の
香
を
焼
け
ば
、
死
者
止
む
。
是
の
夜
漏と
き

は
七
刻
、
空

中
に
雲
無
く
、
隠い
ん

と
し
て
雷
声
の
如
く
、
天
を
竟き
は

め
て
紫
色
な
り
。
頃
有
り
て
、
王
母
至
る
。
紫
の
車
に
乗
り
、
玉
女
夾
み
て
馭ぎ
ょ

し
、
七
勝
を
戴
き
、
玄
瓊
鳳
文
の
舃く
つ

を
履
く
。
青
気
雲
の
如
し
、
二
青
鳥
有
り
、
烏
の
如
し
、
夾
み
て
母
の
傍
に
待
す
。
車
を
下

り
、
上　

迎
へ
て
拝
し
、
母ぼ

を
延
き
て
坐
ら
し
め
、
不
死
の
薬
を
請
ふ
。
母
曰
く
、「
太
上
の
薬
に
は
、
中
華
の
紫
蜜
、
雲
山
の
朱

蜜　

玉
液
金
漿
有
り
。
そ
の
次
の
薬
は
五
雲
の
漿
、
風
実
雲
子
、
玄
霜
絳
雪
有
り
。
上
に
は
蘭
園
の
金
精
を
握
り
、
下
に
は
円
丘

の
紫
柰
を
摘
む
。
帝
は
滞
情
遣
ら
ず
、
慾
心
尚
ほ
多
し
。
不
死
の
薬
は
未
だ
致
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
因
り
て
桃
七
枚
を
出

だ
し
、
母　

自
ら
二
枚
を
噉く
ら

ひ
、
帝
に
五
枚
を
与
ふ
。
帝　

核た
ね

を
着
前
に
留
む
。
王
母
問
ひ
て
曰
く
、「
此
れ
用
ひ
て
何な
ん

為す

る
ぞ
」

と
。
上
曰
く
、「
此
の
桃
は
美う
ま

し
、
之
を
種う

ゑ
ん
と
欲
す
」
と
。
母　

笑
ひ
て
曰
く
、「
こ
の
桃
は
三
千
年
に
一
た
び
子
を
著
く
、

下
土
の
植
う
る
と
こ
ろ
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
留
ま
り
て
五
更
に
至
り
、
世
事
を
談
語
す
る
も
、
肯
へ
て
鬼
神
を
言
は
ず
、
肅
然

と
し
て
便
ち
去
る
。
東
方
朔
は
朱
鳥
牖
の
中
よ
り
母
を
窺
ふ
。
母　

帝
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
此
の
児
は
好
ん
で
罪
過
を
作
す
。
疏そ

妄も
う

に
し
て
無
頼
、
久
し
く
斥
退
せ
ら
れ
、
天
に
還
る
を
得
ず
。
然
れ
ど
も
原
よ
り
心
に
悪
無
く
、
尋
い
で
当
に
帰
る
を
得
べ
し
。
帝

善
く
之
を
遇
せ
よ
」
と
。
母　

既
に
去
り
、
上
は
惆
悵
た
る
こ
と
良や
や

久
し
く
す
。   

（『
漢
武
故
事
』
西
王
母
の
降
臨（
８
））

こ
の
一
節
に
は
、
西
王
母
の
降
臨
と
漢
武
帝
が
西
王
母
よ
り
長
寿
の
秘
訣
を
得
よ
う
と
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
西

王
母
は
、
明
ら
か
に
仙
女
の
服
装
を
し
て
お
り
、『
山
海
経
』
に
伝
承
さ
れ
る
半
人
半
獣
の
要
素
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
西
王

母
の
出
現
は
幻
想
的
で
、
半
ば
神
格
化
さ
れ
た
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
漢
武
帝
を
訪
れ
て
い
る
。
先
述
の
『
三
教
指
帰
』
に
お
け
る
記

述
「
昔
漢
帝
冀
仙
。
悃
請
王
母
」
は
、
と
て
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
こ
の
『
漢
武
故
事
』
の
内
容
を
充
分
理
解
し
て
書

か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、「
壷
公
」
の
故
事
が
西
王
母
と
並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
西
王
母
の
登
場
に
続
く
「
費
長
房
と
壷

公
」
の
故
事
に
関
し
て
は
、
こ
れ
も
周
知
の
通
り
汝
南
（
現
在
は
河
南
省
駐
馬
店
市
）
の
役
人
に
着
任
し
た
後
漢
の
道
士
・
医
師
の
費

長
房
が
、
そ
こ
で
薬
の
商
人
を
し
て
い
た
壷
公
に
長
寿
の
秘
訣
を
学
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
事
は
晋
朝
に
成
立
し
た
と
さ
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れ
る
『
神
仙
伝
』
に
み
え
る（

９
）。

壺
公
者
、
不
知
其
姓
名
也
。
今
世
所
有
召
軍
符
、
召
鬼
神
治
病
玉
府
符
、
凡
二
十
餘
卷
、
皆
出
自
公
、
故
摠
名
壺
公
符
。
時
汝
南

有
費
長
房
者
、
爲
市
掾
。
忽
見
公
從
遠
方
來
、
入
市
賣
藥
、
人
莫
識
之
。
賣
藥
、
口
不
二
價
、
治
病
皆
愈
。
語
買
人
曰
、「
服
此

藥
、
必
吐
出
某
物
、
某
日
當
愈
。」
事
无
不
效
。
其
錢
日
收
數
萬
、
便
施
與
市
中
貧
乏
饑
凍
者
、
唯
留
三
五
十
。
常
懸
一
空
壺
於
屋

上
、
日
入
之
後
、
公
跳
入
壺
中
、
人
莫
能
見
。
唯
長
房
樓
上
見
之
、
知
其
非
常
人
也
。

壷
公
な
る
者
は
、
そ
の
姓
名
知
ら
ざ
る
な
り
。
今
の
世
に
有
す
る
所
の
『
召
軍
符
』『
召
鬼
神
治
病
玉
府
符
』
凡
そ
二
十
余
巻
、
皆

公
よ
り
出
づ
。
故
に
総
じ
て
壷
公
符
と
名
づ
く
。
時
に
汝
南
に
費
長
房
な
る
者
有
り
、
市
の
掾
た
り
。
忽
ち
公
の
遠
方
よ
り
来
た

り
、
市
に
入
り
て
薬
を
売
る
を
見
、
人
こ
れ
を
識し

る
莫
し
。
薬
を
売
る
に
、
口
に
二
価
せ
ず
、
病
を
治
し
て
皆
愈
ゆ
。
買
人
に
語

り
て
曰
く
「
こ
の
薬
を
服
せ
ば
、
必
ず
某
物
を
吐
き
出
し
、
某
日
に
当
に
愈
ゆ
べ
し
」
と
。
事
に
効
か
ざ
る
無
し
。
其
の
銭
、
日

に
数
万
を
収
め
、
便
ち
市
中
の
貧
乏
飢
凍
の
者
に
施
与
し
、
唯
だ
三
五
十
を
留
む
る
の
み
。
常
に
一
空
壷
を
屋
上
に
懸
け
、
日
入

り
し
後
、
公
は
壷
中
に
跳
び
入
り
て
、
人
の
能
く
見
る
莫
し
。
唯
だ
長
房
の
み
楼
上
に
之
を
見
、
其
の
常
人
に
非
ざ
る
を
知
れ
り
。  

 

（『
神
仙
伝
』
巻
五
、
壷
公（
（1
（

）

こ
の
一
節
で
は
、
費
長
房
が
汝
南
の
市
場
で
壷
公
を
目
撃
し
た
よ
う
す
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。「
壷
公
」
と
い
う
や
や
不
思
議
な

名
称
が
つ
い
た
経
緯
、
壷
公
の
売
っ
た
薬
の
効
果
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
。
こ
の
故
事
は
西
王
母
と
は
直
接
関
係
し
な
い
も
の
の
、

こ
れ
ら
二
つ
の
故
事
を
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
道
術
の
不
思
議
な
神
秘
性
と
、
そ
の
信
憑
性
が
強
調
さ
れ
る
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

『
三
教
指
帰
』
に
お
け
る
二
回
目
の
西
王
母
へ
の
言
及
は
、「
不
老
不
死
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
語
り
の
連
鎖
の
一
端
に
あ
る
。
次
の
一

節
に
は
、
西
王
母
を
七
夕
の
語
り
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
試
み
も
窺
え
る
。

若
叶
彼
道
、
若
得
其
術
、
卽
改
形
改
髪
、
延
命
延
壽
、
死
籍
數
削
、
生
葉
久
長
。
上
則
跨
蒼
蒼
而
翺
翔
、
下
則
躡
倒
景
而
忀
徉
。
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鞭
心
馬
而
馳
八
極
、
油
意
車
以
戲
九
空
。
放
曠
赤
烏
之
城
、
優
遊
紫
微
之
殿
、
視
織
女
於
機
上
、
要
姮
娥
於
月
中
、
訪
軒
帝
而
爲

伴
、
覓
王
喬
而
爲
徒
。
察
荘
鵬
之
牀
、
見
淮
犬
之
迹
、
窮
列
馬
之
厩
、
盡
牽
牛
之
泊
。
任
心
偃
臥
、
逐
思
昇
降
、
淡
泊
無
慾
、
寂

寞
無
聲
。
與
天
地
以
長
存
、
將
日
月
而
久
樂
。
何
其
優
哉
、
如
何
其
曠
矣
。
東
父
西
母
、
何
足
怪
乎
。
是
蓋
吾
所
聞
學
、
靈
寶
之

密
術
歟
。

若
し
彼
の
道
に
叶
ひ
、
若
し
其
の
術
を
得
ば
、
即
ち
形
を
改
め
、
髪
を
改
め
、
延
命
延
寿
、
死
籍
数
し
ば
し
ば

削
ら
れ
、
生
葉
久
し
く
長

か
ら
ん
。
上
は
蒼
蒼
に
跨
り
て
翺
翔
し
、
下
は
倒
景
を
躡ふ

み
て
忀
し
ょ
う
よ
う徉す

。
心
馬
に
鞭
う
ち
て
八
極
に
馳
せ
、
意
車
に
油
さ
し
て
九

空
に
戯
る
。
赤
烏
の
城
に
放
曠
し
、
紫
微
の
殿
に
優
遊
す
。
織
女
を
機
上
に
視
、
姮
娥
を
月
中
に
要も
と

め
、
軒
帝
を
訪と
ぶ
らひ
て
伴
と
し
、

王
喬
を
覓も
と

め
て
徒
と
も
が
らと
す
。
荘
鵬
の
牀ゆ
か

を
察
て
、
淮
犬
の
迹
を
見
る
。
列
馬
の
厩
を
窮
め
、
牽
牛
の
泊
ま
り
を
尽
く
す
。
心
に
任
せ

て
偃
臥
し
、
思
ひ
を
逐
っ
て
昇
降
し
、
淡
泊
と
し
て
慾
無
く
、
寂
寞
と
し
て
声お
と

な
し
。
天
地
と
与
に
長
存
し
、
日
月
と
将と
も

に
久
し

く
楽
し
む
。
何
ぞ
其
れ
優
な
る
や
。
如
何
ぞ
其
れ
曠は
る
かな
る
や
。
東
父
・
西
母
、
何
ぞ
怪
し
む
に
足
ら
ん
。
是
れ
蓋
し
吾
が
聞
き
学

ぶ
所
の
、
霊
宝
の
密
術
な
ら
ん
か
。   

（
空
海
『
三
教
指
帰
』
巻
中
、
第
四
三
行
~
第
五
〇
行
）

『
三
教
指
帰
』
に
出
て
く
る
用
例
を
分
析
し
て
み
る
と
、
西
王
母
の
伝
説
が
日
本
に
伝
わ
る
に
あ
た
り
、『
漢
武
故
事
』
や
『
神
仙
伝
』

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資
料
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
空
海
が
『
三
教
指
帰
』
を
執
筆
し
た
の
は
、
大
学
寮

を
退
い
て
ま
だ
日
の
浅
い
頃
で
あ
り
、
後
年
の
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
所
収
の
作
品
に
窺
わ
れ
る
よ
う
な
巧
み
な
文
才
は
ま
だ
見
え
ず
、

典
故
の
引
用
に
も
ま
だ
生
硬
な
印
象
を
受
け
る
。『
三
教
指
帰
』
に
お
け
る
西
王
母
の
表
現
に
は
い
ま
だ
読
み
手
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
の
独

創
性
・
創
造
性
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
西
王
母
伝
説
が
す
で
に
日
本
に
伝
来
し
、
如
何
に
当
時
の
教
養
者
の
間
に
流
布
し
て
い
た
か
を

推
し
量
る
に
は
充
分
な
価
値
を
持
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。

三　
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
お
け
る
西
王
母

前
節
で
取
り
上
げ
た
『
三
教
指
帰
』
の
構
成
と
豊
富
な
表
現
は
、
多
く
の
空
海
研
究
者
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
渡
邊
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照
宏
と
宮
坂
宥
勝
は
「
こ
う
し
た
模
範
的
な
四
六
駢
儷
文
の
雄
篇
が
、
当
時
、
中
国
大
陸
を
遠
く
離
れ
た
東
海
の
孤
島
に
あ
っ
て
、
弱

冠
二
十
四
歳
の
一
青
年
の
手
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
驚
嘆
に
値
す
る
」
と
称
揚
し
て
い
る（

（1
（

。
静
慈
圓
も
「（『
三
教
指
帰
』
の
）
文

章
は
四
六
駢
儷
体
と
い
う
対
句
を
中
心
と
す
る
文
章
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
膨
大
な
量
の
出
典
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
十
四
歳
時
の

空
海
の
博
識
博
学
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
」
と
称
賛
し
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
山
本
智
教
は
、「（『
三
教
指
帰
』
は
）
日
本
人
が
書
い
た
本
格

的
漢
文
と
し
て
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
」
と
、
上
述
の
肯
定
的
な
意
見
に
同
調
す
る
も
の
の
、「
多
く

の
仏
教
経
典
な
ど
か
ら
数
限
り
な
い
故
事
を
引
用
し
、
そ
れ
を
は
さ
み
こ
ん
で
表
現
す
る
か
ら
、
注
釈
に
よ
っ
て
そ
の
故
事
が
何
で
あ

る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
理
解
は
困
難
で
あ
る
」
と
、
そ
の
注
意
点
も
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
三
教
指

帰
』
の
み
を
も
っ
て
空
海
の
文
才
を
議
論
す
る
こ
と
は
や
は
り
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
空
海
の
詩
文
集
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』（
以
下
『
性
霊
集
』
と
略
す
）
巻
四
に
は
「
献
柑
子
表
」（
柑
子
を
献
ず
る
表
）
と
い

う
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
表
」
と
い
う
語
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
天
皇
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
貴
族
に
宛
て
ら
れ

た
書
簡
で
あ
る
。
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）、
そ
の
と
き
京
の
郊
外
に
あ
っ
た
乙
訓
寺
の
別
当
（
主
管
者
）
に
補
任
さ
れ
た
空
海
は（

（1
（

、
寺
院

の
境
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
「
柑
子
」（
蜜
柑
・
橘
の
実
）
を
収
穫
し
、
そ
の
一
部
を
嵯
峨
帝
に
献
上
し
た
。
そ
の
添
え
状
で
あ
る
こ
の

「
表
」
に
お
い
て
空
海
は
、
嵯
峨
帝
に
「
柑
子
」
の
起
源
と
意
義
を
優
雅
な
四
六
駢
儷
体
で
解
説
し
、
末
尾
に
七
言
の
律
詩
を
添
え
て
い

る
。
先
ず
、
表
の
本
文
を
読
も
う
。

沙
門
空
海
言
。
乙
訓
寺
有
數
株
柑
橘
樹
。
依
例
交
摘
取
來
。
問
數
足
千
、
看
色
如
金
。
金
者
不
變
之
物
也
、
千
是
一
聖
之
期
也
、

又
此
菓
本
出
西
域
。
乍
見
有
興
、
輒
課
拙
詞
、
敢
以
奉
上
。
伏
乞
。
天
慈
曲
垂
一
覧
、
輕
黷
聖
眼
、
伏
深
悚
懼
。
沙
門
空
海
。
誠

惶
誠
恐
謹
言
。

沙
門
空
海
言ま
う

す
。
乙
訓
寺
に
数
株
の
柑
橘
樹
有
り
。
例
に
依
り
て
交こ
も
ごも

摘
み
て
取
り
来
た
る
。
数
を
問
へ
ば
千
に
足
り
、
色
を
看

れ
ば
金
の
如
し
。
金
は
不
変
の
物
な
り
、
千
は
是
れ
一
聖
の
期
な
り
、
又
此
の
菓
は
本
と
西
域
よ
り
出
づ
。
乍た
ち
まち

見
る
に
興
有
り
、

輒す
な
はち

拙
詞
を
課
し
、
敢
へ
て
以
て
上
に
奉
る
。
伏
し
て
乞
ふ
、
天
慈
よ
曲
げ
て
一
覧
を
垂
れ
よ
。
軽
し
く
聖
眼
を
黷け
が

す
は
、
伏
し

て
深
く
悚し
ょ
う懼く

す
。
沙
門
空
海
。
誠
惶
誠
恐
謹
言
。   

（『
性
霊
集
』
巻
四
、「
献
柑
子
表
」
第
一
行
~
第
四
行
）
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こ
の
文
で
は
、
後
に
続
く
詩
の
前
提
を
簡
潔
に
設
定
し
て
お
こ
う
と
す
る
叙
述
が
窺
え
る
。
守
山
聖
真
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
依
例

交
摘
取
來
」
と
い
う
一
節
は
乙
訓
寺
の
「
柑
橘
」
の
実
を
摘
ん
で
朝
廷
に
献
上
す
る
の
が
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る（

（1
（

。
で
は
続
く
後
半
の
七
言
律
詩
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

 
 

詩
七
言

桃
李
雖
珍
不
耐
寒　
　

桃
李
は
珍
な
り
と
雖い
へ
ども　

寒
に
耐
へ
ず
、

豈
如
柑
橘
遇
霜
美　
　

豈
に
柑
橘
の　

霜
に
遇
ひ
て
美う
ま

き
に
如
か
ん
や
。

如
星
如
玉
黄
金
質　
　

星
の
如
く　

玉
の
如
し　

黄
金
の
質
、

香
味
應
堪
實
簠
簋　
　

香
味
は　

簠ふ

簋き

に
実
た
す
に
応か

堪な

ふ
。

太
奇
珍
妙
何
將
來　
　

太は
な
はだ

奇
な
る
珍
妙　

何い
づ
くよ
り
将も

ち
来
る
、

定
是
天
上
王
母
里　
　

定
め
て
是
れ　

天
上
の
王
母
の
里
よ
り
な
ら
ん
。

應
表
千
年
一
聖
會　
　

応ま
さ

に　

千
年
に
一
聖
の
会
を
表
す
べ
し
、

攀
摘
持
獻
我
天
子　
　

攀
じ
摘
み
て　

持
ち
て
我
が
天
子
に
献
ぜ
ん
。

 
 

小
柑
子
六
小
櫃　
　

大
柑
子
四
小
櫃

 
 

右
乙
訓
寺
所
出
。
依
例
奉
獻
。
謹
遣
寺
主
僧
願
演
。
隨
狀
奉
進
。
謹
進
。

 
 

 

小
柑
子
は
六
つ
の
小
櫃
、
大
柑
子
は
四
つ
の
小
櫃
。
右
、
乙
訓
寺
よ
り
出
づ
る
所
、
例
に
依
り
て
奉
献
す
。
謹
み
て
寺
主
の

僧
願
演
を
遣
は
し
て
、
状
に
随
ひ
て
奉
進
せ
し
む
。
謹
み
て
進
た
て
ま
つる

。 
 

 

（『
性
霊
集
』
巻
四
、「
献
柑
子
表
」
第
五
行
~
第
十
一
行
）

こ
の
一
首
で
は
、
西
王
母
は
「
王
母
」
と
い
う
名
称
で
出
て
く
る
が
、
表
の
本
文
に
言
う
よ
う
に
「
西
域
」
を
原
産
地
と
す
る
た
め
、

二
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
と
「
西
王
母
」
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
『
漢
武
故
事
』
の
引
用
に
も
あ
る
よ
う
に
、
西
王
母
の
も
と
に
生

え
る
果
物
は
「
柑
子
」
で
は
な
く
、
本
来
は
「
桃
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
谷
征
充
が
指
摘
す
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る
よ
う
に
、「
柑
子
と
西
王
母
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
典
故
や
典
籍
な
ど
な
く
、
こ
の
発
想
は
空
海
独
自
の
感
性
か
ら
出
て
い
る（

（1
（

」
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
性
霊
集
』
の
他
の
注
釈
書
類
に
も
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
も
の
は
無
い
。
僧
頼
恵
撰
『
性
霊
集
注
』
で
は
、「
柑

子
等
者
、
西
城
記
云
、
至
於
棗
栗
椑
柿
、
印
度
无
聞
。
梨
奈
桃
杏
蒲
陶
等
果
、
迦
湿
弥
羅
国
已
来
、
往
々
間
植
。
石
榴
、
甘
橘
、
諸
国

皆
樹
」
と
あ
り
、
柑
子
の
原
産
地
を
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
西
域
に
あ
る
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
撰
者
お
よ
び
成
立
年
代
不
明
（
平
安

後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
の
間
か
）
の
『
弘
法
大
師
行
化
記
』
に
は
、「
献
柑
子
表
」
を
引
用
す
る
も
の
の
、
後
半
の
詩
歌
が
省
略
さ
れ
て

お
り
、
し
か
も
何
の
解
釈
も
施
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
の
真
言
宗
僧
正
の
運
敞
（
一
六
一
四
~
一
六
九
三
）
撰
『
性
霊

集
便
蒙
』
巻
四
（
以
下
『
便
蒙
』）
に
は
「
献
柑
子
表
」
に
出
て
く
る
語
句
を
解
釈
し
た
記
述
が
窺
え
る
が
、
桃
の
代
わ
り
に
柑
子
が
使

わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
の
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。『
便
蒙
』
の
選
者
は
多
く
の
典
籍
を
引
用
し
、「
柑
子
」
と
い
う
語
の
意
味
と
美
点
を

述
べ
よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
引
用
も
柑
子
の
色
を
定
義
す
る
た
め
の
参
考
資
料
で
あ
っ
て
、
詩
の
解
釈
、
と
り
わ
け
柑
子
が
使
わ

れ
た
理
由
を
解
釈
す
る
手
掛
か
り
は
見
出
せ
な
い
。
運
敞
は
漢
籍
に
造
詣
が
深
く
、『
性
霊
集
』
を
講
じ
る
こ
と
で
名
声
を
得
た
が
、
そ

れ
で
も
柑
子
と
西
王
母
の
関
係
を
究
明
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
筆
者
は
こ
こ
で
、
こ
の
「
空
海
独
自
の
発
想
」
に
つ
い
て
独
自
に
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
の
表
と
詩

の
作
者
空
海
は
、
も
と
よ
り
並
み
な
ら
ぬ
教
養
を
持
ち
、
す
で
に
広
範
囲
の
文
献
を
自
由
自
在
に
扱
え
る
技
能
を
有
し
て
い
た
。
従
っ

て
、「
柑
子
」
を
詠
ん
だ
詩
に
「
西
王
母
の
桃
」
を
取
り
合
わ
せ
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
の
所
為
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
「
柑
子
」
の

イ
メ
ー
ジ
の
淵
源
は
、
も
し
か
す
る
と
漢
籍
以
外
に
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、『
万
葉
集
』
巻
六
に
次
の
よ
う

な
歌
が
あ
る
。

橘
者　

實
左
倍
花
左
倍　

其
葉
左
倍　

枝
尓
霜
雖
降　

益
常
葉
之
樹

た
ち
ば
な
は　

実
さ
へ
花
さ
へ　

そ
の
葉
さ
へ　

枝
に
霜
降
れ
ど
も　

い
や
常
葉
の
木   

（『
万
葉
集
』
巻
六
、
一
〇
〇
九
番
歌
）

こ
れ
は
聖
武
天
皇
（
七
〇
一
~
七
五
六
、
在
位
は
七
二
四
~
七
四
九
）
の
作
で
あ
り
、
左
注
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
葛
城
王
（
六
八
四

~
七
五
七
、
臣
籍
降
下
の
後
、
橘
諸
兄
と
な
る
）
が
皇
族
の
地
位
を
辞
し
て
橘
の
姓
名
を
賜
っ
た
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
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橘
は
、
花
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
枝
か
ら
葉
ま
で
冬
の
霜
に
耐
え
ら
れ
る
常
緑
の
植
物
で
あ
り
、
こ
の
歌
で
は
葛
城
王
が
皇
籍
を
離
脱

し
た
後
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
空
海
の
遠
戚
で
あ
る
大
伴

家
持
（
七
一
八
~
七
八
五
）
が
橘
の
実
を
テ
ー
マ
と
し
た
一
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。

此
雪
之　

消
遺
時
尓　

去
來
歸
奈　

山
橘
之　

實
光
毛
將
見

こ
の
雪
の　

消
え
や
る
時
に　

い
ざ
行
か
な　

や
ま
た
ち
ば
な
の　

実
の
照
る
も
見
む   

（『
万
葉
集
』
巻
一
九
、
四
二
二
六
番
歌
）

こ
の
歌
も
、
立
春
を
迎
え
よ
う
と
す
る
頃
、
都
に
い
る
大
伴
家
持
が
、
山
に
生
え
る
野
生
の
橘
が
無
事
に
越
冬
し
、
実
も
ま
だ
鮮
や

か
な
様
子
を
想
像
し
て
橘
の
耐
寒
性
を
称
え
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
和
歌
に
お
い
て
は
、
多
く
の
作
品
で
橘
の
花
が
題
材
に
な
っ
て
い

る
が
、
上
記
の
二
首
で
は
橘
の
実
が
歌
の
主
人
公
に
な
る
。
橘
の
実
は
真
冬
の
厳
寒
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
厳
し
い
寒

さ
こ
そ
橘
の
実
の
美
し
さ
を
生
み
出
す
と
さ
れ
て
い
る
。
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
称
え
る
和
歌
に
は
、
常
に
輝
か
し
く
て
美
し
い
橘
こ

そ
が
ま
こ
と
に
珍
奇
と
す
べ
き
植
物
で
あ
り
、『
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
か
ら
「
永
久
不
変
の
恋
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
た
の
は

自
然
な
話
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
ま
た
次
の
『
万
葉
集
』
の
二
首
に
は
、「
橘
の
実
」
と
「
不
老
不
死
」・「
皇
室
の
繁
栄
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
統
一
さ
れ
た
内
容

が
窺
え
る
。

等
許
余
物
能　

己
能
多
知
婆
奈
能　

伊
夜
弖
里
尓　

和
期
大
皇
波　

伊
麻
毛
見
流
其
登

常
世
物　

こ
の
橘
の　

い
や
照
り
に　

わ
ご
お
ほ
き
み
は　

今
も
見
る
ご
と   

（『
万
葉
集
』
巻
一
八
、
四
〇
六
三
番
歌
）

大
皇　

等
吉
波
尓
麻
佐
牟　

多
知
婆
奈
能　

等
能
乃
多
知
婆
奈　

比
多
底
里
尓
之
弖

お
ほ
き
み
は　

常
磐
に
ま
さ
む　

橘
の　

殿
の
橘　

ひ
た
照
り
に
し
て   

（『
万
葉
集
』
巻
一
八
、
四
〇
六
四
番
歌
）
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二
首
い
ず
れ
も
左
注
に
は
大
伴
家
持
の
作
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
二
首
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
一
句
に
永
久
不
変
と
い
う
意
味

の
「
常
盤
」
と
、
不
老
不
死
の
理
想
郷
を
指
す
「
常
世
」
と
い
う
語
句
が
見
え
、
橘
に
仙
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
枕
詞
の
表
現
に
続
い
て
、「
い
や
照
り
に
」
と
い
う
句
は
、
橘
の
実
の
輝
か
し
い
黄
金
色
が
強
調
さ
れ
て
ゆ
く
。
最
後
の
「
わ
ご

大
君
は　

今
も
見
る
ご
と
」
と
い
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
橘
殿
の
発
展
と
無
事
永
生
を
祈
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
考
え
る
と
、
漢
籍
由
来
の
「
桃
」
に
見
え
る
「
不
老
不
死
」
ま
た
「
王
家
の
繁
栄
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る

「
橘
」
に
付
与
さ
れ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
に
一
致
し
、
そ
の
双
方
を
知
悉
す
る
空
海
は
、
こ
れ
を
嵯
峨
帝
に
「
柑
子
」
を
贈
呈
す
る
際
に
、

こ
れ
ら
を
う
ま
く
重
ね
合
わ
せ
、
嵯
峨
帝
お
よ
び
皇
室
の
安
泰
を
祈
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
柑
子
」
が
実
っ
て
い
た
乙
訓
寺
は
、
聖
徳
太
子
発
願
の
伝
承
が
あ
る
よ
う
に
、
平
安
京
お
よ
び
長
岡
京
建
設
以

前
よ
り
同
地
に
存
在
し
た
古
刹
で
あ
る
。
そ
し
て
歴
史
上
で
は
、
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
の
藤
原
種
継
暗
殺
に
関
与
し
た
と
し
て
、
早

良
親
王
（
桓
武
天
皇
の
同
母
弟
、
七
五
〇
~
七
八
五
）
が
一
時
幽
閉
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
一
貫
し
て
無
実
を
訴
え
た
早
良
親
王

は
、
配
流
先
の
淡
路
国
（
現
在
は
兵
庫
県
）
に
護
送
さ
れ
る
途
中
で
食
を
絶
し
て
果
て
た
。
そ
の
後
、
朝
廷
に
お
い
て
何
人
か
の
皇
族

の
病
死
、
都
を
襲
う
疫
病
、
そ
し
て
洪
水
の
発
生
な
ど
不
吉
な
事
件
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
が
全
て
早
良
親
王
の
怨
霊
に
よ
る
祟
り
で
は
な

い
か
と
い
う
憶
測
が
広
ま
っ
た
。
早
良
親
王
の
霊
魂
を
鎮
め
る
べ
く
、
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
に
桓
武
天
皇
（
七
三
七
~
八
〇
六
、

在
位
は
七
八
一
~
八
〇
六
）
は
早
良
親
王
を
崇
道
天
皇
と
し
て
追
称
す
る
と
と
も
に
、
祭
神
に
も
格
上
げ
し
た
。
こ
の
よ
う
に
早
良
親

王
の
霊
を
祀
り
天
下
は
一
時
的
に
安
泰
と
な
っ
た
が
、
長
続
き
は
し
な
か
っ
た
。
大
同
五
年
（
八
〇
九
）
に
病
気
の
た
め
に
弟
の
神
野

親
王
（
嵯
峨
帝
）
に
譲
位
し
た
平
城
上
皇
（
七
七
四
~
八
二
四
、
在
位
は
八
〇
六
~
八
〇
九
）
が
、
翌
年
に
嵯
峨
天
皇
と
対
立
し
再
び

即
位
す
べ
く
、
藤
原
薬
子
（
生
年
不
詳
~
八
一
〇
）
と
共
謀
し
て
挙
兵
し
、
い
わ
ゆ
る
「
薬
子
の
変
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
争
乱

は
、
結
局
官
軍
の
制
圧
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
平
城
上
皇
は
出
家
、
薬
子
は
自
害
し
た
。
し
か
し
怨
霊
の
再
発
生
を
懸
念
し
た
の
か
、

嵯
峨
帝
は
薬
子
の
変
の
関
係
者
に
対
し
て
は
比
較
的
寛
大
な
処
置
を
取
っ
た
。
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
鎮
ま
っ
た
翌
年
こ
そ
、
空
海
が
嵯

峨
帝
に
柑
子
を
贈
呈
し
た
時
に
当
た
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

こ
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、
空
海
が
詠
じ
た
詩
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
こ
の
一
首
は
短
い
な
が
ら
も
、
空
海
の
独

創
的
な
表
現
が
い
く
つ
か
垣
間
見
ら
れ
る
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
、
第
一
、
二
句
で
は
「
桃
李
雖
珍
不
耐
寒
、
豈
如
柑
橘
遇
霜

古
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美
」
と
詠
じ
、
春
の
果
物
で
あ
る
桃
李
に
対
し
て
、「
柑
子
」
は
秋
に
実
を
結
び
、
さ
ら
に
冬
の
厳
寒
に
鍛
え
ら
れ
て
さ
ら
に
美
味
と
な

る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
句
で
は
、
柑
子
の
輝
か
し
い
色
と
芳
し
い
香
り
が
称
え
ら
れ
、
次
に
頸
聯
で
は
、
こ
の
珍
し
く
て
美

し
い
柑
子
は
西
域
に
あ
る
「
西
王
母
の
里
」
か
ら
来
た
と
い
う
。
こ
の
詩
歌
の
展
開
に
よ
っ
て
、「
柑
子
」「
西
王
母
」
そ
し
て
空
海
が

提
唱
し
た
「
転
輪
聖
王
」（
梵 cakravarti-raja

、
正
義
を
も
っ
て
世
界
を
治
め
る
王
）
と
い
う
三
つ
の
概
念
が
融
合
さ
れ
る
こ
と
が
窺

え
る
。
空
海
が
「
西
王
母
」
の
伝
説
を
喚
起
し
、
嵯
峨
帝
を
漢
武
帝
に
比
す
べ
き
偉
大
な
君
主
と
し
て
称
賛
す
る
の
で
あ
る
。

前
の
一
節
に
お
い
て
、『
万
葉
集
』
所
収
の
「
橘
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
歌
を
四
首
引
用
し
、
空
海
の
「
桃
李
雖
珍
不
耐
寒
、
豈
如
柑
橘

遇
霜
美
」
句
の
表
現
は
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
発
達
し
た
橘
の
イ
メ
ー
ジ
を
意
識
し
て
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。
空

海
と
嵯
峨
帝
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
は
、
漢
詩
の
制
作
が
文
学
創
作
の
中
心
で
あ
り
、
和
歌
は
い
ま
だ
「
ハ
レ
」（
公
・
儀
式
）
の
場
か

ら
遠
ざ
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
和
歌
の
地
位
が
徐
々
に
上
が
っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、『
万
葉
集
』
へ
の
関
心
も
次
第
に
高
ま
っ

て
い
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
の
ち
に
紀
貫
之
（
八
六
六
~
九
四
五
）
が
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
に
お
い
て
指
名
し
、『
古
今
和
歌

集
』
の
本
文
に
お
い
て
も
そ
の
歌
を
収
録
し
た
六
人
の
代
表
的
な
歌
人
「
六
歌
仙
」（
小
野
小
町
・
文
屋
康
秀
・
僧
正
遍
昭
・
在
原
業

平
・
喜
撰
法
師
・
大
伴
黒
主
）
は
み
な
、
八
世
紀
初
頭
（
ほ
ぼ
八
一
六
年
~
八
二
五
年
）
生
ま
れ
の
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
若
か
り
し
頃
か
ら
少
し
ず
つ
和
歌
の
研
究
を
始
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
嵯
峨
帝
み
ず
か
ら
も
古
代
和
歌
の
「
橘
」
の
象

徴
的
な
意
味
を
充
分
に
理
解
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
『
源
氏
物
語
』
梅
枝
の
巻
（
第
三
四
帖
）
に
は
「
嵯
峨
の
帝
の
、『
古

万
葉
集
』
を
選
び
書
か
せ
た
ま
へ
る
四
巻
、
延
喜
の
帝
の
、『
古
今
和
歌
集
』
を
、
唐
の
浅
縹
の
紙
を
継
ぎ
て
」
と
あ
り
、
こ
の
一
節
が

示
唆
す
る
よ
う
に
嵯
峨
帝
は
『
万
葉
集
』
を
愛
読
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
真
蹟
（
宸
翰
）
は
後
世
の
書
道
の
手
本
に
も
な
っ

て
い
た
。
こ
の
話
が
事
実
と
す
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
が
成
立
し
た
平
安
中
期
（
十
一
世
紀
）
に
も
嵯
峨
帝
が
『
万
葉
集
』
の
愛
読
者
で

あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
嵯
峨
帝
と
空
海
が
参
考
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
文
献
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
次
に
挙
げ
る
李
嶠
の
詠
物
詩

で
あ
る
。
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桃
獨
有
成
蹊
處　
　

独
り
有
り　

成
蹊
の
処
、

穠
華
發
井
傍　
　

穠
華　

井
傍
に
発ひ
ら

く
。

山
風
凝
笑
臉　
　

山
風
は　

笑
臉
を
凝
ら
し
、

朝
露
泫
啼
妝　
　

朝
露
は　

啼
妝
に
泫し
た
たる

。

隱
士
顏
應
改　
　

隠
士
は　

顔
か
ん
ば
せま
さ
に
改
む
べ
く
、

仙
人
路
漸
長　
　

仙
人
に　

路
は
漸や
う
やく

長
し
。

還
欣
上
林
苑　
　

還
た
欣
ぶ　

上
林
の
苑
の
、

千
歳
奉
君
王　
　

千
歳
に　

君
王
に
奉
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
。   

（『
全
唐
詩
』
卷
六
〇
、
李
嶠
「
桃
」）

李
嶠
（
生
没
年
不
詳
、
六
四
四
~
七
一
三
か
）
は
初
唐
の
詩
人
で
、
趙
州
賛
皇
（
現
在
の
河
北
省
石
家
庄
市
賛
皇
県
）
の
出
身
で
あ
っ

た
。
彼
の
詠
物
詩
（
李
嶠
雑
詠
）
一
二
〇
首
は
日
本
に
も
奈
良
時
代
に
伝
え
ら
れ
、
嵯
峨
帝
真
筆
と
さ
れ
る
残
巻
が
現
在
も
皇
室
の
御

物
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
一
首
を
先
の
空
海
の
七
言
律
詩
に
比
べ
る
と
、
詩
体
は
異
な
っ
て
い
て
も
表
現
の
レ
ベ
ル
で
は
共
通

点
が
み
え
る
。
先
ず
「
隠
士
」
と
「
仙
人
」
が
登
場
し
、
こ
の
「
桃
」
が
道
術
の
修
得
に
必
須
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い

る
。「
隠
士
の
顔
が
改
ま
る
」
と
は
、
桃
を
食
す
る
こ
と
で
若
返
る
こ
と
（
不
老
）
を
意
味
し
、「
仙
人
の
路
が
長
く
な
る
」
と
は
、
ま

さ
に
永
遠
の
命
を
得
た
（
不
死
）
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
李
嶠
詩
の
最
終
聯
に
詠
わ
れ
る
「
還
欣

上
林
苑
、
千
歳
奉
君
王
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
二
句
は
、
空
海
詩
の
末
尾
「
應
表
千
年
一
聖
會
」
に
直
結
す
る
。
従
来
、
こ
の

空
海
詩
の
末
句
の
解
釈
に
つ
い
て
は
様
々
な
説
が
示
さ
れ
て
お
り
、
中
谷
征
充
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
見
解
は
一
様
で
は
な
く
、

中
に
は
か
な
り
独
自
の
も
の
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
最
も
穏
当
な
説
と
し
て
は
、
中
谷
氏
の
同
書
に
も
言
う
よ
う
に
『
文
選
』
巻
一
〇
、
西
晋

の
潘
岳
「
西
征
賦
」
に
見
え
る
「
遭
千
載
之
嘉
会
」（
千
載
の
嘉
会
に
遭
ふ
）
を
出
典
と
す
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
何
故
「
千
年
」

な
の
か
の
満
足
な
説
明
は
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
李
嶠
詩
の
「
千
歳
奉
君
王
」（
千
年
に
一
度
の
聖
天
子
に
奉
納
す

る
、
ま
た
、
そ
の
聖
天
子
の
千
年
万
年
の
長
寿
の
た
め
に
桃
が
奉
献
さ
れ
る
、
の
両
方
の
解
釈
が
可
能
）
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

古
代
日
本
に
お
け
る
西
王
母
伝
説
受
容
の
一
考
察

67



嵯
峨
帝
に
贈
ら
れ
た
「
柑
子
」
も
ま
た
「
西
王
母
の
桃
」
と
同
等
の
霊
力
を
有
す
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
空
海
は
（
そ

し
て
彼
の
作
品
を
読
む
嵯
峨
帝
も
ま
た
）『
漢
武
故
事
』
に
見
え
る
西
王
母
の
伝
説
と
と
も
に
、『
万
葉
集
』
由
来
の
日
本
の
伝
統
的
表

現
、
そ
し
て
『
文
選
』
と
『
李
嶠
詩
』
な
ど
の
一
流
の
漢
籍
の
教
養
を
駆
使
し
、
そ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
て
、
平
安
日
本
に
ふ
さ
わ
し
く
、

そ
し
て
新
た
な
文
学
表
現
を
求
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

結
論
に
代
え
て

本
論
考
で
は
、
空
海
の
漢
詩
文
を
中
心
に
、
古
代
日
本
す
な
わ
ち
奈
良
後
期
よ
り
平
安
初
期
に
至
る
西
王
母
伝
説
の
伝
来
と
受
容
に

つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。
空
海
の
多
く
の
漢
詩
文
の
中
で
、
西
王
母
に
つ
い
て
の
言
及
が
僅
か
三
回
し
か
出
て
こ
な
い
の
は
否
定
で

き
な
い
事
実
で
は
あ
る
が
、
こ
の
三
つ
の
例
か
ら
貴
重
な
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。
先
ず
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
『
万
葉
集
』

の
用
例
を
検
討
し
て
み
る
と
、
奈
良
後
期
の
西
王
母
は
ま
だ
漠
然
と
し
た
「
仙
人
」
の
存
在
と
し
て
し
か
登
場
し
な
か
っ
た
が
、
空
海

の
詩
文
に
な
る
と
『
漢
武
故
事
』
な
ど
の
文
献
の
記
述
に
忠
実
に
基
づ
い
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
姿
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
や

が
て
、
入
唐
を
果
た
し
た
後
、『
性
霊
集
』
巻
四
所
収
の
「
献
柑
子
表
」
に
お
い
て
は
、
空
海
の
文
人
と
し
て
成
熟
と
相
ま
っ
て
、
典
拠

の
使
い
方
に
も
よ
り
一
層
磨
き
が
か
か
り
、
巧
み
で
、
独
創
的
な
表
現
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
は
「
柑
子
を
献
じ
る
」
相

手
で
あ
る
嵯
峨
帝
が
目
指
し
て
い
た
当
時
の
文
学
思
潮
の
影
響
も
あ
り
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
橘
」
の
イ
メ
ー
ジ
や
初
唐
の
『
李
嶠

雑
詠
』
の
表
現
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
西
王
母
の
受
容
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
空
海
が
創
造
し

た
こ
の
よ
う
な
西
王
母
像
は
、
日
本
に
お
け
る
漢
詩
文
創
作
の
衰
退
と
と
も
に
「
カ
ノ
ン
」
と
し
て
あ
ま
り
定
着
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
西
王
母
に
関
す
る
和
文
の
文
学
作
品
と
し
て
は
、
平
安
後
期
（
十
二
世
紀
終
盤
）
成
立
と
思
わ
れ
る
『
唐
物
語
』
と
、

室
町
時
代
作
と
さ
れ
る
観
世
流
謡
曲
『
西
王
母
』
が
挙
げ
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
『
白
氏
文
集
』
の
流
行
に
よ
っ
て
、

も
う
一
人
の
有
名
な
仙
女
「
楊
貴
妃
」
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
も
、
あ
る
い
は
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
肖
像
・
絵
画
・
文
献
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
媒
体
の
中
に
西
王
母
が
再
び
登
場
す
る
よ
う
に
な
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る
。
そ
れ
ら
は
恐
ら
く
中
国
の
明
清
白
話
小
説
、
す
な
わ
ち『
西
遊
記
』
な
ど
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
影
響
に
よ
る
現
象
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

注

（
１
）  

荒
川
理
恵
「
ア
マ
テ
ラ
ス
と
西
王
母
」（『
学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究
』
二
十
六
巻
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
２
）  G

ina B
arnes,A

 H
ypothesis for Early K

ofun R
ulership,Japan R

eview
 N

o. 2 7 （2014

） p.3-29.

（
３
）  

森
雅
子
「
西
王
母
の
原
像
―
中
国
古
代
神
話
に
お
け
る
地
母
神
の
研
究
」（『
史
学
』
第
五
十
六
巻
、
第
三
号
、
一
九
八
六
年
）。

（
４
）  

井
手
至
「
仙
境
の
雲
『
万
葉
集
』
二
四
三
番
歌
の
「
白
雲
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
人
文
研
究
』
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
、
三
九
巻
、
一
号
、

一
九
八
七
年
）。

（
５
）  

本
稿
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
本
文
と
そ
の
解
釈
は
、
高
木
市
之
助
他
校
注
『
万
葉
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
四
~
七
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
七
~
一
九
六
二
）
を
底
本
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
諸
本
を
参
照
し
た
。

（
６
）  

井
実
充
史
「『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
に
つ
い
て
」（『
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
』
第
六
五
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
７
）  

本
稿
に
お
け
る
『
三
教
指
帰
』・『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
の
本
文
と
そ
の
解
釈
は
、
渡
邊
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
校
注
『
三
教
指
帰
・
性
霊
集
』

（
日
本
古
典
文
学
大
系
七
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
。
以
下
「
岩
波
古
典
大
系
」
と
略
称
）
を
底
本
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
今
鷹
真
訳

注
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』（
宮
坂
宥
勝
編
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
。
以
下
「
筑
摩
空
海
全
集
」
と
略

称
）
を
適
宜
参
照
し
た
。

（
８
）  

本
稿
で
は
竹
田
晃
他
編
著
『
穆
天
子
伝
・
漢
武
故
事
・
神
異
経
・
山
海
経  

他
』（
中
国
古
典
小
説
選
一
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

所
収
の
『
漢
武
故
事
』
の
原
文
と
書
き
下
し
を
参
照
し
た
。

（
９
）  

筑
摩
空
海
全
集
、
四
八
頁
。
岩
波
古
典
大
系
に
は
壷
公
の
故
事
が
『
後
漢
書
』
方
術
列
伝
に
も
み
え
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
一
〇
六

頁
）。
本
稿
で
は
『
神
仙
伝
』
の
原
文
と
解
釈
に
関
し
て
は
謝
青
雲
訳
注
『
神
仙
伝
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
し
た
。
謝
青

雲
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
神
仙
伝
』
に
は
「
四
庫
全
書
本
」
と
「
広
漢
魏
叢
書
本
」
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
が
、
誤
字
脱
字
が
比
較
的
に

少
な
い
た
め
「
広
漢
魏
叢
書
本
」
系
統
に
所
属
す
る
『
道
蔵
精
華
録
』
所
収
の
『
神
仙
伝
』
を
底
本
に
し
た
と
い
う
（
九
~
十
頁
）。
ま
た

古
代
日
本
に
お
け
る
西
王
母
伝
説
受
容
の
一
考
察
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日
本
語
の
書
き
下
し
は
佐
野
誠
子
他
編
著
『
捜
神
記
・
幽
明
録
・
異
苑  

他
』（
中
国
古
典
小
説
選
二
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収

の
『
神
仙
伝
』
を
参
照
し
た
。

（
10
）  
四
庫
全
書
本
『
神
仙
伝
』
で
は
巻
九
所
収
で
あ
る
。

（
11
）  
岩
波
古
典
大
系
、
一
四
頁
。

（
12
）  

静
慈
圓
『
空
海
入
唐
の
道　

現
代
中
国
に
蘇
る
巡
礼
者
道
を
行
く
』（
朱
鷺
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
三
一
頁
。

（
13
）  

山
本
智
教
「
解
説
」、
筑
摩
空
海
全
集
、
七
八
七
頁
。

（
14
）  

空
海
が
乙
訓
寺
の
別
当
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
の
歴
史
的
な
事
実
性
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
史
料
の
観
点
か
ら
疑
問
を
呈
す
る
研
究
も

あ
る
。
空
海
が
乙
訓
寺
か
ら
嵯
峨
帝
に
柑
子
を
贈
呈
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
律
令
国
家
に
お
い
て
宗
教
の
事
務
・
人
事
を
掌
握
し
た

「
僧
尼
令
」
が
実
際
に
空
海
を
別
当
に
任
命
し
た
こ
と
の
事
実
性
を
め
ぐ
っ
て
は
疑
問
が
あ
る
。
詳
細
は
竹
内
孝
善
『
弘
法
大
師
空
海
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
三
七
二
~
三
九
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）  

守
山
聖
真
『
文
化
史
上
よ
り
見
た
る
弘
法
大
師
伝
』（
豊
山
派
弘
法
大
師
一
千
一
百
年
御
遠
忌
事
務
局
伝
記
課
編
）、
新
興
社
、
一
九
三

三
年
、
三
一
〇
頁
。

（
16
）  

中
谷
征
充
『
漢
詩
を
通
じ
て
弘
法
大
師
空
海
の
生
涯
を
繙
く
―
空
海
漢
詩
文
研
究
』（
高
野
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
〇
三
頁
。

（
17
）  

詳
し
く
は
坂
上
康
俊
『
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」』（
日
本
の
歴
史
05
、
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
四
一
~
四
二
頁
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
18
）  

中
谷
征
充
、
前
掲
書
、
一
〇
五
頁
。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号
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